



－海外における質保証 (quality assurance) 論議から－
Signiﬁcances and Emergent Tasks of Introducing the Concept of Quality Assurance into 
Compulsory Education in Japan ： by Envestigating “Quality Assurance” Overseas  –



























































WTO（World Trade Organization 世界貿易機関）などとの関連で、高等教育はともかく、実は初等
中等教育でも観光産業につぐ輸出産業として「質保証」はキャッチフレーズとなりつつある。
　英国の教育評価の基本的文献をひも解くと、特定の教育的配慮を必要とする子どものための資金
調達や財政支援 (categorical funding) が、効果的学校やさらに、マネジャリズム managerialism








国では、1980 年代前半からで、教育評価やアカウンタビリティ (Madaus 1984)、テキサス州ヒュー
ストン・プランづくり等 (Reagan et al 1983, Pilcher 1984, Barr 1987) である。その他、第３回
国際数学・理科教育調査（TIMSS）の関連で論じられているもの (Martin et al 1996)、健康教育（Mail 
1994, Lear 1996）、特別支援教育 (Cipani 1985, Dodder et al 1999), 文教施設 (Grifﬁn 1998, 
わが国義務教育への「質保証」概念導入の意義と課題
83
Sears 1998,1999), E-learning（Tinker 2001）などがあり、多角的に「教育の質」が論じられている。
　米国では、教師の質に焦点を当てている傾向が見られる（Ambach 1996, Bunday et al 1996, 
Cameron 1996, Danielson 2001, Darling-Hammond 1996, McConney et al 1998, Scannell et 
al 1996, Shanker 1996）。アクレディテーション (accreditation) という学校認定の土台の上
に、教員評価と関わり、違った側面から質保証は盛んである（Clark et al 1996, Committee on 
Professional Standards 1984, Wise et al 1996, Wise 1996, 2001, Warner 1993, Shultz et al 
2002, Sinisi et al 1997）。
　欧州では、教師の質と関わる現職教育も見られるが（Nentwig 1999）、ナショナルカリキュラムで
の教師によるアセスメントの質（Edwards 1995）、保護者の質に果たす役割 (Martin 1997) などの論
がある。そこから、英・米比較 (Newby 2003)、英・カナダ比較 (Coleman 1992) などがある。欧米の
経験は、国際教育協力 (Hopkin 1999, Smith et al 2003) としても生かされている。ISO( 国際標準
化機構 ) からの接近がある (Zuckerman 2000)。ローカルマネージメント・オブ・スクールによる成
果 (Levacic 1993) の見られる英国を中心に、特に成果が見られる（McIntyre 1983, Somekh 1995, 
Vann et al 1998, DeJong&Prins 1995, Johnston 1992）。その中で、東アジア、特に香港（中国）
の動きが活発である（Chan 2001 など）。
　英国では、どちらかというと学習のためのアセスメントの質保証もあり、J. エリオット (Elliott 
1997) のアクションリサーチからの論がある。1970 年代から、学校自己評価などの実績が見られた
























●　学校の教育効果 (school effectiveness) については、学校が教育目標を成し遂げ、運営上、教
育上もしくはサービス上の効用を果たすことの成功する度合いで測られる。
●　効果的学校の研究 (effective school research) については、模範となる典型的な効果的学校
を確認し、そのプログラムと職員の基礎となる特徴を研究したり、非効果的な学校の特徴を修
正する技術を模索することに焦点をおいた教育研究として定義される。























































(Elliott 1996, Sammons & Reynolds 1997)。







の SBCD、スクール・ベースト・評価やアクションリサーチを主導している (Elliott 1979, 1981a, 





































































SBCD とアクションリサーチの巻き返しを論じている (Elliott 2004)5）。
　この「効果的な学校」の動きは、デンマーク等北欧やオランダ、EU、豪州等にも見られ、World 
Bank が取り入れている (World Bank 2000abcd)。EU では、オーストリア、オランダ、デンマーク、
ドイツ、ノルウェー、スコットランドの６カ国で、カリキュラムと効果的学校の関係は各国で異な




















る。(Cuttance et al 1980; Cuttance 1980abc, 1987, 1988, 1991, 1992, 1993abc, 1994abc)。豪
州における質保証の概念は、ビジネス界から教育界に持ち込まれた質の水準（quality standards）、





































1994; Ensuring Excellence Project Team　1999 ; Education Department  1999) を提示・契約し
ていくのである。香港は、アジアの中でも教育の質保証に積極的に取り組んでいる国であるといえ






























　PISA も学校レベルの変数に踏み込むものが出てきており、TIMSS も学校効果関連要因、（Factors 














































位授与機構との関連で、高等教育の分野で認識されつつある（Yonezawa 2002, Kimura et al 2003, 






















（School Based Curriculum Development）には、教育の効果を確保する単位としての学校を上げな
がら、個々の児童生徒に対する校外試験という制度を抜きにして考えられない。アセスメントの変























































藤 1998、1999)、学校の校則との関連 (丸山 1993) などは見られたが、カリキュラム評価は、これまで、
あまり進まなかった。その理由として、背景に次のような文化的特徴をもつと筆者は考える。
　既得権益と快適さを維持する背景に、「内輪で取り仕切る」（lead and have complete control 
over school that would be done internally behind closed doors）、「寄らば大樹の蔭」（You had 
better come under the larger trees to be protected from the rain）」、「もたれあいの関係」
(back-scratching relation)「身内意識」(a sense of belonging)、「温情主義」(paternalism)、「長
いものには巻かれろ」（Yield to the powerful）、「出る釘は打たれる」(The nail that sticks up 





きいと考えられる。海外からは、「縮む (shrinking or compact) 文化」(Li 1982) 、「お互い気持ち
よく共存するために自己主張を抑え、しきたりを大切にする『箱の中』のような、効率がよく、統
制がとりやすく上下関係がはっきりした社会」(March 1996) として、評される。このことは、目に
見えない統制に手を貸してきたように見え、「寄り合い（gathering together, to press in closer 
to come or bring together in one place）文化」「触れ合い文化」「座の文化」（the reductive 




















　かつて 1990 年代後半に、学習指導要領を、national standards for curriculum ではなく、文部
省初中局の山際隆主任視学官（当時）は、national standards for school based curricula と訳し





































　欧米の効果的学校には、平等 (equity) とは別に、卓越性 (excellence) の側面がある。ただ、筆

































(A) 教 師 効 果
の研究(TER)
(F) 教 師 効 果 の 研 究
(TER)／学校効果の研
究(SER)



































































































 1)　読売新聞 2004.07.14 付「国の義務教育費負担　廃止の是非、知事会で議論へ（解説）」






 3)　http://www.mext.go.jp/b_menu/soshiki2/15.htm(2005 年 1 月 11 日検索 )
 4)　到達度評価については、1980 年代には、criterion を評価基準として紹介されたが、平成３年より、法令
用語として「評価規準」という用語が使われるようになる。
 5)　2002 年 5 月の討論会 http://edu.uwe.ac.uk/cred/events/020529.asp?printer=1、2004 年 7 月の退官記
念コンファレンス http://www.uea.ac.uk/care/Conf_JRJE/Confwelcome.html　( いずれも 2005 年 1 月 11 日
検索 )
 6)　http://www.aare.edu.au/98pap/woo98323.htm(2005 年 1 月 11 日検索 )
 7)　http://www.ed.gov/index.jhtml?src=a(2005 年 1 月 11 日検索 )
 8)　http://www.ed.gov/about/ofﬁces/list/ous/international/usnei/us/edlite-natpolicy.html(2005 年 1
月 11 日検索 )
    http://www.ed.gov/about/ofﬁces/list/ous/international/usnei/edlite-about.html(2005 年 1 月 11 日
検索 )
 9)　http://www.minedu.govt.nz/index.cfm?layout=document&documentid(2005 年 1 月 11 日検索 )
10)　http://eng.uvm.dk/factsheets/quality.htm?menudi=2505(2005 年 1 月 11 日検索 )
11)　このような世界的な流れの中で日本の教育の質はどのように保証されていくべきか、さらに ODA の第 2拠
出国となっている日本の国際援助はどうあるべきかを考えていかなければならない。
12)　http://www.emb.gov.hk/index.aspx?nodeID=102&langno=1(2005 年 1 月 11 日検索 )
13)　http://www.emb.gov.hk/index.aspx?langno=1&nodeID=2188(2005 年 1 月 11 日検索 )
　   http://www.emb.gov.hk/index.aspx?langno=1&nodeID=741(2005 年 1 月 11 日検索 )
14)　http://www.pisa.oecd.org/knowledge/chap7/b1.htm(2005 年 1 月 11 日検索 )
     http://timss.bc.edu/timss1995i/effecive_schools.html (2005 年 1 月 11 日検索 )
15)　中国を中心にアジアでは、天・地・人 (Tian ling di li re he) の考え方が古来より伝統にあり、日本で
は地人関係というように典型的に突出しているというように考えられ、一種のソーシャル・キャピタルとし
て指摘されよう。









17)　読売新聞 1997 年 6 月 2 日付
18)　日本の学校では、「皆で押し上げていく」(give a boost to, drive or push up a school in groups 
among us)、「みんなで危機に当たる」（we must all work together to deal with this crisis）というよ
うなカルチャーを持っている。「同じ釜の飯を食う」(eat rise in the same pot)、「座を取り持つ」(keep 
a group amused) などの暗黙の了解がある。そこから、「学校ぐるみ」（school-wide involvement which is 
very friendly as a family and is systematically practiced with the consent of the school, often 
like close family friend, and with cooperation of the whole community）で取り組み、「ありのままを
見て」（seeing things as they really are）、「教育『観』をもって『育てたい子ども像』」を掲げ）（contemplate 
the best form of education or one’s view of (outlook on) education, conjure up the image of our 
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students）、「学校研究主題を掲げ研究部会を組織し」（organize staff meetings with an agenda in a 
school）、「心に残る姿など生き生きと描写し」（give a vivid description of the image）、「課外での子ど
もの実態、授業や学校それに地域のあるべき姿について話し合いつつ、学業だけでなく、全人教育を行う」
(address issues of both academic achievement and mental health at the same time, discussing what 
students is supposed to be about, up-close view of students, favorite image and ideal situation 
of teaching and actual shape of school and local community) のが、強みであろう。また、中国を中
心にアジアで共通する「忍耐」(tolerance) とも違う、「思い遣り」(compassionate consideration for 
others) が日本には見られる。［全て筆者の意訳による］

















評定と評価、(2) 指導の明確化と教室のコミュニケーションの明確化、(3) 学級風土と環境、(4) 学級経営、
(5) 個別化教育とインクルージョン、 など１１を見出している。
26）　海外においても、House (1973) の学校評価から、スクール・ベースト・評価が主流になっている（Wick 













含む）に迫るものであった。これはいわゆる利害関係者の少ないローステイク・アセスメント (low stake 
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